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「創立 50周年」を
迎えるにあたって
愛知県立渥美農業高等学校

学校長
稲熊良彦

同窓会
鈴木

本
校
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
日
本
一
の
農
業
振
興
地
域
を
支
え

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
て
い
る
農
高
出
身
者
な
ら
で
は
の

申

し

あ

げ

ま

す

。

『

自

信

と

誇

り

』

を

ま

ざ

ま

ざ

と

平
成
八
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
が
し
ま
し

り
、
犬
塚
前
校
長
の
後
任
と
し
て
、
た
。

本
校
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
農
業
教
員
と
し
て
、

本
来
な
ら
ば
着
任
時
に
ご
挨
拶
こ
の
輝
か
し
い
伝
統
に
培
わ
れ
た

申
し
上
げ
る
の
が
本
意
で
す
が
、
農
高
で
、
次
代
を
担
う
有
為
な
人

諸
般
の
事
情
か
ら
、
こ
の
紙
面
を
材
の
育
成
に
携
わ
れ
る
こ
と
の
幸

お
借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
せ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

す

。

も

と

よ

り

浅

学

非

オ

の

身

で

す

諺
に
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申
が
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
得
て
、

し
ま
す
が
、
本
校
に
着
任
し
て
早
、
在
校
職
員
と
力
を
合
わ
せ
て
職
務

一

年

余

が

過

ぎ

ま

し

た

。

に

精

励

・

努

力

す

る

つ

も

り

て

す

こ
の
間
、
鈴
木
守
同
窓
会
長
様
の
て
前
任
者
同
様
、
変
わ
ら
ぬ

を
始
め
と
し
て
現
役
員
の
皆
様
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

方
、
そ
し
て
、
歴
代
の
同
窓
会
長
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

様
並
び
に

P
T
A
会
長
様
、
更
に
さ
て
、
前
置
き
が
少
し
長
く
な

本
校
出
身
の
郡
内
一
二
町
議
会
議
員
り
ま
し
た
が
、
前
任
者
か
ら
は
西

の
皆
様
方
や
各
種
団
体
・
公
的
機
暦
二
千
年
に
は
、
本
校
が
創
立
五

関
で
ご
活
躍
の
皆
様
方
に
は
「
母
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
一

校
の
発
展
の
為
な
ら
、
と
か
。
後
環
と
し
て
、
国
際
交
流
事
業
（
世

輩
の
為
な
ら
、
と
か
。
地
域
農
業
界
の
花
弁
園
芸
王
国
オ
ラ
ン
ダ
）

の
振
興
の
為
な
ら
、
と
力
」
な
を
計
画
し
、
目
下
姉
妹
校
締
結
の

ど
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
お
力
添
相
手
校
を
在
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館

え
を
賜
り
、
改
め
て
『
渥
美
の
人
を
通
し
て
依
頼
中
と
伺
い
ま
し
た
。

情
の
豊
か
さ
』
に
触
れ
る
と
共
に
、
そ
し
て
、
前
年
度
（
平
成
七
年

讐

輩
出
す
る
使
命
を
今
後
も
堅
持

秋
冷
の
候
、
同
窓
生
の
皆
様
に
し
、
先
輩
諸
兄
が
築
い
た
地
域
社

ま
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
会
の
政
治
、
経
済
、
文
化
を
受
け

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
同
継
ぎ
、
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

窓
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
祈
念
し
、
下
記
の
よ
う
な
諸
記
念

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

-
．
記
念
式
典

申
し
上
げ
ま
す
。

二
記
念
誌
と
同
窓
会
名
簿
の

さ
て
、
母
校
渥
美
農
業
高
等
学
・

発
刊

校
も
西
暦
二
千
年
の
平
成
十
二
年

三
．
体
育
館
の
緞
帳
と
正
門
の

に
、
創
立
五
十
周
年
の
節
目
の
年

新
築

を
迎
え
同
窓
生
も
、
八
千
名
余

四
国
際
交
流
基
金
の
創
設

を
数
え
、
今
日
の
地
域
の
発
展
に
、

五
．
そ
の
他
（
協
賛
事
業
等
）

寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
去
る
六

月
二
十
日
こ
ま
、
創
立
五
十
周
年
っ
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
事

に
、
事
業
予
算

9

．

ー

，

fー

記
念
事
業
準
備
委
員
会
を
発
展
さ
業
の
完
遂
の
た
め

八
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す。

せ
、
新
た
に
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
既
に
二
回
の
実
行
委
員
会

を
開
催
致
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
ど
う
か
母
校
の
創
立
五
十
周
年

会
か
ら
は
、
三
十
三
名
の
実
行
委
記
念
事
業
の
趣
旨
に
こ
協
賛
い
た

員
、
さ
ら
こ
三
百
名
余
に
及
ぶ
地
だ
き
、
同
窓
生
の
皆
様
の
総
意
で
、

区
委
員
を
卸
織
し
、

P
T
A
、
学
盛
大
な
る
記
念
の
足
跡
を
刻
み
た

校
と
も
相
談
し
同
窓
会
の
総
力
し
も
の
と
念
願
致
し
て
お
り
ま

を
も
っ
て
、
記
念
事
業
の
成
功
を
す
。

期

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

こ

こ

に

改

め

て

、

同

窓

生

の

皆ご
支
援

三
年
後
に
は
半
世
紀
の
歴
史
を
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
と

を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
け
ま

゜

刻
む
母
校
の
更
な
る
発
展
と
、
母

校
が
地
域
産
業
の
有
為
な
人
材
を
す
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度
）
に
は
創
立
五
十
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
も
発
足
し
、
準
備

万
端
整
え
て
あ
る
と
の
こ
と
て
し

た。
こ
の
よ
う
に
お
膳
立
て
し
て
き

た
状
況
で
、
定
期
異
動
と
は
申
せ
、

農
高
を
去
っ
た
犬
塚
校
長
の
胸
中

を
思
う
と
き
、
後
任
者
と
し
て
同

窓
生
の
皆
様
の
口
麟
江
鱈
ぇ
麟
エ

5

悶
□

戸
旦
憬
善
を
尽
く
し
た

し
と
思
い
ま
す

同
窓
生
各
位
に
は
、
何
か
と
ご

多
端
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、

半
世
紀
の
節
目
の
祝
い
事
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

去
る
、
平
成
九
年
一
月
二
十
日
、

本
校
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
フ
ル
ン
ネ

・
デ
ル
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
姉
妹
校

協
定
書
に
調
印
し
た
。

平
成
七
年
秋
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
発
展
は
農
業
の
発
展
を
お
い
て

考
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
、
日

本
一
の
こ
の
地
の
農
業
後
継
者
を

国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
材
に
す
る

に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
学
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
田
原
町
長

と
前
犬
塚
校
長
の
思
い
が
一
致

し
、
町
長
よ
り
大
使
館
に
、
渥
美

農
高
の
推
薦
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学

校
の
紹
介
を
依
頼
し
て
い
た
だ
い

た。
十
二
月
の
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
の
準
備
委
員
会
に
お
い
て

は
、
国
際
交
流
基
金
を
事
業
の
一

つ
と
す
る
件
が
了
承
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
校
長
・
教
頭
•
田
原
町
職

員
等
で
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
を
訪
問

し
、
農
務
参
事
官
に
趣
旨
を
伝
え

た
。
平
成
八
年
一
月
、
農
務
参

事
官
デ
・
ベ
ン
ト
氏
が
実
際
に
渥

美
農
高
と
地
域
農
業
を
視
察
し

フ
ル
ン
ネ

デ
ル
タ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
姉妹校協定書

日本国、愛知県立渥美農業高等学校とオラ
ンダ王国フルンネ デルタ カレッジは姉妹
校提携の協定を結ぶ。

この提携が、両校の友好のきずなを強め、
日本国とオランダ王国との相互理解と国際親
善にいっそう寄与すること¢を念願する。

姉妹校提携に基づく申し合わせ事項

四

両校は、日本国とオランダ王国との友好
親善に貢献するために努力する。

両校は相互の交流を継続的に往ない、友
好を深めるために努力する。 、ナ

両校は、生徒、卒業生、保護者、教職員
が相互に訪問し、友好のきずなを強める
ために努力する。

両校は、将来、生徒・卒業生に留学・研
修の機会を与え、国際感覚を備えた農業
人を育てるために努力する。

以上の内容である。同窓生諸兄のご支援とご
協力をお願いします。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

調印式の模様

そ
の
結
果
を
オ
ラ
ン
ダ
の
学
校
に

紹
介
し
た
。

五
月
二
十
九
日
に
は
フ
ル
ン
ネ

・
デ
ル
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
教
務
主

任
ア
ン
ド
レ
・
ハ
イ
フ
ン
氏
が
本

校
を
訪
れ
、
好
印
象
を
持
ち
帰
国

さ
れ
た
。

種
々
の
資
料
で
、
本
校
の
姉
妹

校
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
学
校
て
あ

る
と
判
断
し
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館

や
ジ
ェ
ト
ロ
名
古
屋
、
オ
ラ
ン
タ

の
ジ
ェ
ト
ロ
等
の
助
力
と
田
原
町

農
政
課
等
の
お
力
添
え
も
あ
り
姉

妹
校
提
携
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

平
成
九
年
一
月
二
十
日
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ハ
ー
グ
市
近
郊
の
ラ
イ
シ

ェ
ン
ダ
ム
に
あ
る
フ
ル
ン
ネ
・
デ

ル
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
姉
妹）

 日
蘭
四
百
年
記
念

西
暦
二
千
年
に
、
日
本
と
オ
ラ
ン

ダ
と
の
交
流
が
四
百
年
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
し
て
三
百
九
十
七
年
目
を
迎

え
た
今
年
、
田
原
町
に
合
計
三
百
九

十
七
個
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
、
ム
ス
カ
リ
の
球
根
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ
と
の
姉
妹
校
提

携
を
結
ん
だ
本
校
に
植
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
と

姉
妹
校
提
携

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
校
教
頭

中
村

勝

印のグ小と鈴山徳が校ン ・T鈴校
式鈴駐谷し木本男署長・デA木協
を木在氏て田憲元名‘メル会守定
終礼員‘日原悟同しア l夕長同書
ぇ子‘三本町の窓たンネ・が窓に
た氏野宅大助両会゜ドンカ署会調
゜が田ジ使役同長調レ理レ名長印
参伸ェ館‘窓‘印・事ツし‘し
列子ト一敦会河式ハ長ジ‘鈴た
し氏口等頭副合にイ‘側フ木゜
無‘・書‘会彦はフポはル達調
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オランダから送られた
球根の花壇
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体育館緞帳の新調
と正門の新築

現在の緞帳は、体育館同様
長い年月を経てかなり色褪せ
てしまい、これを新しくなっ
た体育館に取り付けるのは誠
に忍びない状況にあります。
そこで大改造に伴い新しく生
まれ変わる体育館に見合うよ
うな緞帳を設置できたら幸い
と思います。

----------------------------------------------------------------

体育館の緞帳
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今

q

長い間、風雪に耐えてき
た正門も、石質上（大谷石）、
風化・亀裂や欠けた部位等
が著しく目立ってきた為、
門柱の新築と、周辺の整備
（国道へ出るところの視野

の拡大等）を行う模様替え
を計画いたしました。新し
い本校の個性的な顔にご期
待下さい。

風化した正門

-----------------------------------------------------------------・ 
この度、愛知県立渥美農業高等学

校の創立 50周年の準備にあたり、
広報版を発行しました。今回は創立
5 0周年記念事業のおおまかな流れ

広報版
発行にあたり

を中心に編集しました。
今後の発行の予定は、平成 12年の創立 50周年の年ま

では、年 2回の発行を予定しております。内容としては、
創立 50周年記念事業に関する動きや、学校の様子などが
中心となってくると思われます。

平成 13年からは、創立 50周年記念事業も終わり同窓
会からお伝えする内容の減少が考えられるので、年 1回の
発行としていく予定です。

まだまだ、手探り状態での発行ですので同窓の方からの
ご意見なども取り入れ 内容の濃いものにしていきたいと
考えておりますので、こ‘協カ・ご支援下さい。

創
立
五
十
周
年
の

取
り
組
み
に

閏二郷［鵞嬌`釜羞四五宣字 1国際交流事業基金の創設1
検討し細案を作成し、さらに
同窓会 ・PTA国際交流実行
委員会で検討の上、決定され
ていくことになります。創立
5 0周年を期に、この意義あ
る姉妹校協定により、生徒・
同窓生・保護者・教職員の相
互の派遣と、永い交流の為に、 GROEN£0EIT>¥.CfU1.f:GE 
国際交流事業基金の創設を計
画しました。 この交流が渥美
の農業の発展に新しい刺激を
与えるものと信じております。

フルンネ・デルタ・カレッジの
マーク

以下の資料を探しております。お持ちの
方は事務局までご連絡下さい。

農高健児の活躍（
■ 農業クラプ
農業鑑定競技会全国大会（農業科）最優秀 (7)

II (農業科）優秀 (7,
II (施設園芸科） If (7 , 
II (食品化学科） If (8 , 
II (生活科学科） II (7, 

7ロゾェクト発表会C区分全国大会 優 秀 (9)
農業鑑定競技会県大会（農業科）最優秀 (7'

II (施設園芸科） If (7, 
II (生活科学科） II (9) 

意見発表会県大会最優秀 (7)
農業情報処理競技会県大会 最優秀 (7, 8) 
プnゾェクト発表会C区分県大会 最優秀 (7, 9) 
家畜審査競技会県大会乳牛の部最優秀 (8)

■ 運動部
〇陸上部
尚校総体三段跳東海大会出場(6)名岐駅伝出場 (7'
県高校駅伝 8位 (8) 東三駅伝予選 1位 (8)
3000m障害東三2位 (7) 1500m東三 3位 (8)
5000m東二3位 (8, 9) やり投東三2位 (7)
走高跳東=2位 (7) 円盤投東三 2位 (9)
ハンマー投東三 1位 (8) 2位 (8, 9) 3位 (9)

●野球部
1回戦本校 10-0緑丘商 (8)
1回戦不戦勝 2回戦
3回戦本校 11-10松蔭 4回戦

●柔道部
団体東三3位、県大会出場
7 1 k g級東三 1位 (9)
8 6 kg級東三3位 (9)

●バスケットボール
東三4位 (7)

●直球部
東二卓球選手権大会男子団体3位 (8)

■文化部
●吹奏楽部
アンサンプルコンテスト東三大会金管五重奏銀賞 (8)
吹奏楽コンクール東三大会プライマリ一部門銀賞 (9)

〇写真部
高文連東三写真展入選 (8)

）内は年度
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I記念誌と同窓会名簿の発刊 1ク悶阿誓ば．望応言貞
を中心に、同窓会名簿

作成の為の電話調査等を行っております。調査開始時期がか
なり早いのではないかと思われる方も多いと思いますが、こ
の名簿は、平成 10年元旦より始まります募金活動の大切な
資料ともなるものであります。また、今後の同窓会活動にと
っての基本的な資料でもあります。クラス幹事・地区委員の
方には大変なご苦労をおかけしております。 より正確な名簿
となりますよう、同窓会員のご協力をお願いいたします。な
お名簿の発刊は平成 12年上
半期になる予定です。

記念誌については、まだ計画段階で
ありますので、具体的な内容について
は次回になると思います。発行に向け、
開校当時などの古い資料・写真などの
資料が手元に僅かしかありませんので、
これらの資料をお持ちの方は渥美農業
高等学校内の記念事業事務局か、同窓
会事務局までご連絡をお願いします。

卒業アルバム
第 1回 19 5 2年
第 2回 19 5 3年
第 20回 19 7 1年

同
窓
会
役
員

学校の風景

連絡先：愛知県立渥美農業高等学校
創立 50周年記念事業事務局

中村（教頭）香田（記念誌部）
同窓会事務局伴森山福井まで

TEL O 5 3 1 2 - 2 -0 4 0 6 
FAX O 5 3 1 2 - 2 -6 4 6 2 
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昭和 27年卒
昭和 28年卒
昭和46年卒

航空写真
創立当時からのものが有りましたらお貸，9

しください。

8) 

本校 12- 3惟信
本校 0-6豊田大谷
（甲子園出場校） (9) 

(7, 8, 9) 
7 8 kg級東三2位 (9)

小大磯大長松大渡小皿・菅神・花・ 1
野場貝村谷井羽辺柳井委野戸副井委
田 川 津 ・員 専
峰好洋民光直義博勝

委員
明正員洋

二直麟臭蔓塵支長二長羹:
.....i .....i 
すて一邑員

四ー一九一三五三一八 >> ー 貝ム
"-'"-'"-'"-'"-''-"-" "-'"-'"-' 

メ云

田田渥渥渥豊赤豊豊渥通亜渥
、コ

原原美美美橋羽橋橋美美橋美
町町町町町市根市市町町市町
芦大和八中老町杉牟村保高村
村久地王山津高山呂松美塚松
保子町松町町 町

※（ 
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渥美農高インターネット
ホームページのお知らせ

渥美農校では、今夏からインターネット上
にホームページを開設しました。各アドレス
は以下の通りとなっております。
インターネットを利用されている方は、一

度ご覧下さい。

ホームページアドレス
www.amitaj.or.jp/~atunou 

eーメールアドレス

ヽ atunou@amitaj.or.jp 
ヽ
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